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矢作川河岸・越戸平井地区の昆虫
T h e inse ct fau n a ofKosidoand Hiraidistrict，marginsofYahagiRiver

田中 蕃1）・蟹江 昇2）・高橋啓太3）・ 白金晶子4）

B a n T A N A K A 1），N ob o r u K A N IE 2），K eit a T A K A H A S H I3）＆ A k ik o SHIRAGANE4）

1 ．はじめに

豊田市の矢作川河岸部のうち，図 1 に示した平成記念橋を最下流として，左岸は百々町の

貯木場まで（以下平井と記す），右岸は越戸公園南端まで（以下お釣土場と記す）の間で夏

秋の昆虫の調査を行った．
ふつ そ

この区間は，上流古鼠水辺公園からの眺望景観で注目されているように，川辺の汀まで緑

が極めて豊富 にあると見 られている． これは一方では汀への人の接近 を妨 げる結果 とな り，

人の親水環境としての機能が損なわれているのも事実である．したがって，この区間の親水

環境づ くりが必要 と考えられるが，良好な自然環境を維持 しつつこれを実現 しなければなら

ない．それには事前調査を十分に行って，環境の諸要素を把握し，的確に自然環境に恵まれ

た親水環境を創出するための基本設計がなされるべきである．この目的に沿って豊田市河川

課が企画した基礎資料収集の方針に従い，以下に述べる昆虫類生息状況の実態調査が実施さ

れた．

2 ．調査方法

冒頭に述べたように，調査の範囲は左右両岸でそれぞれ直線距離にして約1．7kmにわたっ

ているが，それ程広大ではない．しかし景観から予測される通り，あるいはそれ以上に河川

敷の植被が密で道がなく，固定したルー トを設定するにも難渋するような場所である．した

がって定点調査以外はかなりランダムに動き，任意調査を実施した．

任意調査 ：高水敷堤防より内側に出現する個体の確認に重点を置いたが，竹林などが高密度

に繁茂していて調査不能の場合は，堤防の外側斜面 も調査対象とした．目視に

よって種の確認ができるものについては，その都度メモに記入し，種の判定が現

地で困難な種 （区別点が微妙で肉眼判定のできない種など）については採集し，

検鏡して同定した．またセミ類やキリギリス類など鳴き声に特徴のある種は，そ

の場で記録するにとどめた．なお，草木の葉上にとまっている個体を無作為に掬

い取るスイーピング法は，定量的方法 として採用して もよいが，ほとんどがマダ

ケのような単一の植生の場所であり，比較的開けた場所はテリハノイバラのよう

に捕虫網にひっかかつて採集に難渋を来す林植物が多く，適当場所で小範囲を細

切れ的に随時実施したため，この方法は任意調査として扱った．さらにお釣土場
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と百々町の貯木場にはそれぞれ異質の止水環境があり，これらについては各 1 回

玉網を用いた水生昆虫調査を行った．

3 ．調査範囲および定点

1 ）調査範囲

鳥類のような帯センサス法は，昆虫ではチョウ類で実施されることがあるが，膨大な種数

を持つ昆虫類の中でチョウ類は小さなグループなので，これで環境のすべてを指標させるこ

とは躊躇せざるを得ない．しかも本調査の範囲は，河川敷でありながら高水敷堤防上のほか

に川に平行して歩行できる通路がなく，様々な環境をくまなくカバーし得るセンサスルート

の設定が不可能という状況があって，厳密に条件設定された帯センサス法は採用できなかっ

た．上の状況の下に，全調査区域をカバーする部分は任意調査を基本 として，堤防上道路に

沿った形で行った．ただし，お釣土場では低水敷に降りることが可能で，さらに下流に向

かって半島状に突出した部分があって，ここは通行可能である．この場所が唯一の汀に沿っ

た調査場所 になった．

2 ）定点

ベー トトラップ，ピットホール トラップおよび灯火採集の 3 つの調査方法については，次

の定点で毎回実施した（図 1 参照）．P 印の地点は前 2 者，L 印は灯火採集地点を示す．

［ベー トトラップおよびピッ トホール トラップ］

お釣土場…P－1入り口の反対側，堤防外側斜面．草本で覆われている．

P － 2 入り口より河原に降りる道の左 （上流側）のマダケ林．

P － 3 下流に向かって突出する半島状部分の付け根のヤナギ林内．わずかな

増水で冠水する．

ベー トトラップ法 ：直径 70 mm， 深さ90 mmの紙 コップ をその上部がちょうど地面 と同じ高さ

になるように地中に埋めて，コップ中に誘引餌として乳酸菌飲料の原液を少量入

れ，これにひかれて集まった地表性の昆虫を落とし込んで採集する．一夜放置

し，翌朝回収して採集された昆虫を調査 した． トラップは約 2 m 間隔で 1 調査

地点に 10 個設置 した． これ らトラップは，哺乳動物によると思われる撹乱がし

ばしば見られたが，誘因餌に唐辛子のような刺激物を加えても被害防止効果がな

く，この場合被害によるデータ不備を補完するための再調査は実施しなかった．

ピットホール トラップ法 ：上記ベー トトラップとまったく同様の仕掛けで，誘引餌のみを除

外したもの．誘引を目的とするのでなく，単純に地表を歩行中の昆虫が偶然に落

ち込むだけのもの．設置個数も同様に，約 2 m 間隔で 1 調査地点 10個とした．

灯火採集法 ：白い布地で作ったスクリーン（約 180×180 cm）を張り，その前に 100 W の水

銀灯 2 個を点灯 して，光 に誘引され る昆虫 をスク リーンに止まらせて採集 した．

点灯時間は季節 によって変化 し，原則的に日没から約 3 時間とした．
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図1 調査範囲・地点

◆ピットホール トラップ・ベー トトラップ地点

★灯火採集地点

［－調査ルート起・終点
●－ 調査ルー ト脇道折 り返し地点
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平井…‥…・P － 4 公園グラウンドに面 した高水敷堤防の斜面．

P － 5 公園駐車場 との境界から1～2 m 川のほうに入った部分のマダケの

林．

P － 6 P － 5 よりさらに約 5～6 m 川 に接近した部分．実質的には，マダケ

の優占度がきわめて高い．

［灯火採集］

お釣土場…L － 1

平井…‥・…L － 2

入り口から低水敷に降 りた ところの平坦地．

公園駐車場から川への降 り口

4 ．調査実施日

7 月の予備調査を含め，調査方法別に実施日を表 1～3 に示す．

表－ 1 ベートトラップおよびピットホール トラップ（ 1 夜放置

であるが仕掛け日で示す）

表一 2 灯火採集

表－ 3 任意調査

P －1　　 P －2　　 P －3　　 P －4　　 P －5　　 P －6

7 月 7／23　　　　　　　　　　　　　 7／23

8 月 8／20　　 8／20　　 8／20　　 8／29　　 8／29　　 8／29

9 月 9／29　　 9／29　　 9／29　　 9／21　 9／21　 9／21

10 月 10／31 10／3 1 10／31 10／24　 10／24　 10／24

L －1　　 L －2

8 月 8／31　 8／29

9 月 9／29　　 9／28

10月 10／27　 10／24

11月 11／23　 11／23

お釣土場　　　　　 平井

8 月 8／13，31　　　 8／15，17，28，29

9 月 9／22　　　　　　 9／21

10月 10／4，7，31　　 10／13，30

11月 11／16，17　　　 11／7，17

12 月 12／14
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5 ．調査結果

1 ）生息種数

別表に，調査地域別全確認種を総覧した．なお，学名は亜種名までを記し，命名者名は省

略した．

また，表 4 にお釣土場，平井両地区における確認目数，科数，種数を集計して示した．表

4 から明らかなように，お釣土場では 15 日138 科 492種以上，平井では 15 目 126 科 439種

以上の昆虫が確認された．季節的に最も昆虫の多い 5～7 月の調査が脱落しているが，生息

環境として圧倒的にタケの優勢な植生のもとでは，季節的に見て標準的な種数が確認されて

いると考えられる．実際には同定不能な個体が多く，これ以上の種数になるのは間違いない

が，それでも大勢を覆すほどの種数にはならないと思われる．目の数は同じであるが，科，

種ともにお釣土場のほうが勝っており，昆虫相が若干豊富であることがうかがえる．しかし

今回の調査結果で懸念されるのは，羽化後に陸上で生活している水生昆虫の多くが，外見的

に形態特徴の明らかな種以外は，成虫での確実な同定がほとんどできなかったことである．

河岸のように水辺に沿った環境での昆虫調査は，底生昆虫の調査 も並行的に行い，対象水域

全体の調査精度を上げる必要がある．

2 ）お釣土場，平井両地域の昆虫相比較

両地域における植生の相違が微妙に反映して，科，種数の差となったものと思われる．以

下に両地域の昆虫相の異同と特徴を述べる．

（ 1）表 4 から明らかなようにいずれも優占度はチョウ目が 1位，コウチュウ目が 2位であっ

たが， 3 位以下には乱れが見られる．総種数で 53 種の差があるが，そのうちチョウ目の

種数差が 38 を占めており，ついでコウチュウ目の 11 種で，種数差の大部分を占めてい

る．したがって，この 2 目の相違に両地域の特徴が表現されていると見られる．

（ 2） まずチョウ目であるが，その科別種構成を見ると表 5 のようになる．両地域において優

先順位はヤガ科，メイガ科，シヤクガ科 と同じで，その他の優占率はすべて 1 桁台であ

る．この 3科の種構成はいずれも幼生期に草本を食する種が多く，木本を食べるものはき

わめて少ない．その中で樹木の葉などを食べる森林性種が，お釣土場の方に幾分多 く見ら

れる．これが種数を高めていると見て良いのであろう．すなわち，ベースとなる群集構成

は草本群落に依存性が高いという特徴を認めざるを得ない．

（ 3）同様にチョウ目で顕著な現象は，ヒトリガ科 11種のうち，ヒトリガ亜科はわずか 2種，

残り9 種はすべてが樹木や岩石上の苔を食べるコケガ亜科に属する一群だという事実であ

る．しかもこの 9 種のうちお釣土場 8 種に対し，平井ではわずか 1種にすぎない．これは

左右両岸の植物環境と，湿度条件の相違を最も具体的に表現する結果 として注目される．

（ 4） メイガ科が優占順位 2 位にあるのは，草本群落の優勢さを示していると考えられる．最

も多いのはノメイガ亜科であるが，草本を食餌食物とする種で占められている．その他と

くにこの科には，水辺に生えるヨシ，マコモなどのイネ科に強く依存するツトガ亜科があ
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表－ 4 目別科数，種数一覧（≦は同数かそれ以上であることを示す）

り，樹木依存性の強いマダラメイガ亜科が少ないのと対照的に多かった．

（ 5） 次いでコウチュウ目について述べる．お釣土場では後翅が退化して飛べず，地上歩行す

るのみの大型オサムシが 4 種（ミカワオサムシ，アキタクロナガオサムシ，クロナガオサ

ムシ，マイマイカブリ）も得られている．これらは本来森林斜面を好むものであり，通常

平地には見られないが，お釣土場堤防内外の，主にベートトラップで得られた．その他泥

地を好むアオゴミムシ類も得られており，これら大型肉食性甲虫が多 く生息できること

は，被捕食者となる小動物が多く存在する良好な環境が維持されていることの証明にな

る．陸生巻貝（カタツムリ類）の死骸が目立ったのは，そのような食物環境があることを

示しているのかもしれない．平井ではオサムシ類が貧弱でわずか 12 種， これに対 しお釣

土場は21種 を数えた．お釣土場は，環境の多様さの面で著しく勝っていると見ることが

できる．

（ 6） ケシキスイ科が，お釣土場 5 種に対し，平井 2種であるのも，前者のほうが樹木に富ん

だ環境であることを示す．

（ 7） テントウムシ科が両地域ともに多いことも目立った現象である．ただしこの場合は平井

1 0種 に対し，お釣土場 7種で，平井のほうが多い．これは確認されたテントウムシ類の

食物となるアブラムシ類が，おもに草本群落で繁殖している状況を示している．

（ 8） カミキリムシ科とゾウムシ科が非常に少ない．発生期を的確にとらえた調査でないこと

もあるが，ここでも両地域ともに樹木依存性の種の貧弱さが明確となっている．お釣土場

のほうが若干多いのは，樹木の密度の問題であろうと考えられる．

（ 9） ハチ目は，種数において平井のほうが勝る結果となった．その原因を分析すると，大型

地　　　 域 お　 釣　 土　 場 平　　　　　 井

集 計 項 目

目
科 種 優 占率 ％ 順位 科 種 優 占率 ％ 順 位

トビム シ 1 2 ≦ 0 ．4

9

1 1 0 ．2

9カ ゲ ロ ウ 6 1 0 ≦ 2 ．0 6 1 0 ≦ 2 ．3

トン ボ 8 2 3 4 ．7 6

8

4

2

7 2 0 ≦ 4 ．5 6

7

5

・2

カ ワ ゲ ラ 1 2 ≦ 0 ．4 1 2 ≦ 0 ．5

ゴ キ ブ リ 1 1 0 ．2 1 1 0 ．2

カ マ キ リ 1 3 0 ．6 1 2 0 ．5

バ ッ タ 6 1 8 ≦ 3 ．7 6

1

18 ≦ 4 ．1

′ ＿．0 ．2

ハ サ ミ ム シ

アザ ミウ マ

2

2 2

2

4 3 ≦

0 ．4

8 ．7

1

カ メ ム シ 2 2 4 5 ≦ 1 0 ．2

ア ミ メ カゲ ロウ 2 3 0 ．6 1 2 0 ．5

コ ウ チ ュ ウ 2 3 8 3 ≦ 16 ．9 2 9 7 2 ≦ 1 6 ．4

ハ チ 1 0 4 0 ≦ 8 ．1 5 1 3 5 1 ≦ 1 1 ．6 3

ノヽ エ 2 4 4 8 ≦ 9 ．8 3 2 1 4 6 ≦ 1 0 ．5 4

ト ビ ケ ラ 9 2 1 ≦ 4 ．3 7 6 1 3 ≦ 3 ．0 8

チ ョ ウ 2 3 1 9 3 ≦ 3 9 ．2 1 20 1 5 5 ≦ 3 5 ．3 1

合 計 1 38 4 9 2 ≦ 1 0 0 ．0 12 6 4 39 ≦ 1 0 0 ．0



矢作川研究 N o．1 ：81～ 107，1997 87

表－ 5 チョウ目昆虫の科別種構成（≦は同数かそれ以上であることを示す）

のハチのほとんどが捕食性，もしくは狩猟性であり，とくに後者の巣作りに適した，安定

した砂地面や枯れた竹筒などとともに，幼虫の食物となるクモ類，バッタ類，ガ類の幼虫

などを捕らえやすい状況が平井に多く見られるという点があげられる．

（ 10） ハチ日の中でアリ科の占める割合は非常に高 く，お釣土場で 45％，平井で 39．2％にお

よび，大きな特徴となっている．その原因は定かでないが，本来河水によって撹乱される

河岸が，近年の水量安定化のもとで，地中生活者のア リ類にとって，安定 した土壌条件が

与えられているのが現在の川辺環境となっているものとおもわれる．

（11） アリ科に見る竹林の環境特性は，トビイロケアリ，アメイロアリ，アズマオオズアリ

（ もしくはオオズアリ）の 3 種の優占率がきわめて高いことで表現されそうである．平井

における川辺林縁では，実質上竹林の延長と考えて良いくらいマダケが多いが，幾分日射

があるため変化のある環境 となり，上記 3 種以外の群集構成が見られ，相対的に特定種の

優占率は低下した．お釣土場の竹林には，他の樹木が僅かに密度高く混交している環境を

反映して対岸よりアリ類の種数が多い．ただし，ワンドのヤナギ林では樹木に営巣するこ

調 査地 域 お　 釣　 土　 場 平　　　　　 井

科 種 数　　 優 占率　 順 位 種 数　　 優 占 率　 順 位

ハ マ キ ガ 9≦　　　 4 ．7　　　 5 6≦　　　 3 ．9　　　 5

カ ザ リ バ ガ 1 0 ．5

1 0 ．5

ヒ ゲ ナ ガ キバ ガ

マ ダ ラガ

1 0 ．6

2 1 ．3

イ ラ ガ 1　　　　 0 ．5

マ ドガ

メ イガ 3 4　　　 1 7 ．6　　　 2 2 9　　　 1 8 ．6　　　 2

ト リバ ガ 1　　　　 0 ．5 1　　　　 0 ．6

セ セ リチ ョウ 4　　　　 2 ．1 6　　　　 3 ．9　　　 5

ア ゲ ハ チ ョウ 5　　　　 2 ．6 6　　　　 3 ．9　　　 5

シ ロ チ ョ ウ 4　　　　 2 ．1 2　　　　 1 ．3

シ ジ ミチ ョウ 6　　　　 3 ．1 6　　　　 3 ．9　　　 5

タ テ ハ チ ョウ 1 0　　　　 5 ．2　　　 4 1 0　　　　 6 ．4　　　 4

ジ ャ ノ メチ ョウ 4　　　　 2 ．1 5 3 ．2

2 4 ≦ 1 5 ．4 3

カ ギ バ ガ 2　　　　 1 ．0

トガ リバ ガ 1　　　　 0 ．5

シ ヤ ク ガ 2 3　　　 11 ．9　　　 3

ツ バ メ ガ 1　　　　 0 ．5 1 0 ．6

1 0 ．6

カ レ ハ ガ 1　　　　 0 ．5

カ イ コ ガ 1　　　　 0 ．5

ス ズ メ ガ 2　　　　 1 ．0 4　　　　 2 ．6

ドク ガ 2　　　　 1 ．0 1　　　　 0 ．6

ヒ ト リ ガ 1 0　　　　 5 ．2　　　 4 1　　　　 0 ．6

コ ブ ガ 2　　　　 1 ．0 2　　　　 1 ．3

カ ノ コ ガ 1　　　　 0 ．6

ヤ ガ 6 8 ≦　　 3 5 ．2　　 1 4 7 ≦　　 3 0 ．1　　 1

計 2 3 科 19 3 種 ≦　　 99 ．8 2 0 科 15 6 種 ≦　 1 0 0 ．0
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との多いトビイロケアリ1 種で代表するというほどの優占度があり，そのほかは種数，個

体数ともに貧弱で，この場所がしばしば冠水する不安定な環境であることを示している．

（ 12） トンボ科はお釣土場のほうが多く確認できた．これは半島状突出部によって仕切 られた

ワンド部分の幼虫調査の成果によるもので，汚濁されていない清水に生息する種が多く確

認された．これとは逆に平井地区の百々町貯木場内の池で幼虫を調査したが，浅 くて水温

の高い止水環境のためか，たんぼに生息するようなごく普通に見られる種が大量に見出だ

されたのみで， この池 には通水 による若干の環境改良が必要 と思われた．

3 ）希少種等の特筆すべき昆虫類

特筆すべき昆虫の範囲に入るものは，次の基準により選定した．

①日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック ：環境庁 1991 の掲

載種

②第 2 回自然環境保全基礎調査 ：環境庁 1980 に掲載された指標昆虫および特定昆虫

③愛知の昆虫(上)：愛知県農地林務部1990において未掲載種，希少もしくはそれに準ず

る種として解説されている種および標本データがきわめて少ない種

④愛知の昆虫(下)：愛知県農地林務部1991において未掲載種，希少もしくはそれに準ず

る種 として解説されている種および標本データがきわめて少ない種

今回の調査で確認された特筆すべき昆虫糞酌ま以下の 30種であった．

（ 1） ムスジイトトンボ ［トンボ目イトトンボ科 ②］

海岸の沿岸部の池沼に発生し，通常内陸部には生息しない南方系の種．豊田市からの記

録なし．お釣土場のワンドで幼虫が発見された．定着しているかどうか疑問．

（ 2） アオハダトンボ ［トンボ目カワトンボ科 ③］

豊田市未記録．本来清例な水の河川を生息域としていて，近年確実な生息地が見られな

くなったという．平井の矢作川の汀や竹林の中の日だまりで普通に見ることができる．

（ 3） オナガサナエ ［トンボ目サナエトンボ科 ③］

平地から山地にかけて河川の急流部に生息するといわれるが，河川改修工事の進んでい

る平地では近年ほとん ど見 られな くなった．豊田市では1977 年八草町で採集された記録

以外に知 られていない．今回平井公園の汀の叢で 1 頭が採集された．

（ 4） メガネサナエ ［トンボ目サナエ トンボ科 ②③］

愛知県では確認記録が激減し，確実な生息地が見当たらない．豊田市では八草町で

1 973 年に採集されのが唯一で，最近の記録は全 くない．今回百々町貯木場付近の川辺で

1 頭が採集 された．

（ 5） ホンサナエ ［トンボ目サナエ トンボ科 ③］

生息環境の破壊と汚染により最も減少したトンボの一つとされている．現在では愛知県

下の希種になっている．お釣土場ワンドの幼虫調査で，29個体が見出だされた．

（ 6） キイロヤマトンボ ［トンボ目エゾトンボ科 ③］

丘陵～低山地の河川中流域に生息する希少種であるが，最近ではきわめて希になった．

従来豊田市からの正式な記録はなく，最も近い矢作川水域での確認記録は，1986 年足助

町月原の一例があるだけ．
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（ 7） ミカワオサムシ ［コウチエウ目オサムシ科 ②］

山地～平地森林の林床に生息する種で，従来は広 く分布していたが，開発により生息地

を失いつつあり，産地が極度に限定されてきている．お釣土場，平井の両地域で確認され

ているが，矢作川の河川敷が良好に保全されてきたため遺存していると思われる．

（ 8） アキタクロナガオサムシ ［コウチュウ目オサムシ科 ②］

山地森林の林床に生息する種で，極めて低標高の平地に確認された珍しい例．お釣土場

の柳林のみで確認されているが，対照地区の調査では古鼠水辺公園でも確認されており，

生息の実態 をさらに綿密に調べる必要がある．山の自然要素 を河川沿いに都市へ導 く回廊

づくりのとき，重要な視点を与える種であるとの印象が強い．

（ 9） トゲアトキリゴミムシ ［コウチュウ目オサムシ科 ③］

お釣土場の柳林で 1個体が得られている．好砂地性の種で全国的に広 く分布している

が，どこでも採集は困難である．愛知県下では，三河湾内の島嶼，三河大島での1例があ

るにすぎない．対照区の古鼠水辺公園でも採集されており，矢作川が本来砂河川であった

歴史的背景 を強 く印象づける．

（ 10）マメダルマコガネ ［コウチュウ目コガネムシ科 ③］

通常広葉樹の落ち葉の下などに生息するものであるが，平井の 7 月の予備調査で発見さ

れた．近隣の雑木林からの飛来と考えられるが，山の自然要素の流入が，定常的にわずか

でも行われていることを示す例 として興味深い．豊田市では猿投山に記録がある．

（11）チビヒゲナガハナノミ［コウチユウ目ヒラタドロムシ科③］

本種はこれまで西三河から記録がないが，生活の実態は良 く分からない．矢作川で生息

する水生昆虫と考えられる．お釣土場の灯火採集で 1 個体が得られた．

（ 12） ヨコミゾドロムシ ［コウチユウ目ヒラタドロムシ科 ①③］

レッドデータ記載の絶滅危倶種．愛知県未記録．平地で水草の豊富な湧き水のある池に

生息するといわれ，近年全国的にも記録がほとんど無い．お釣土場の竹林に設置したベー

トトラップで 1個体が得られたが，どうしてトラップに入ったか，生態が不明なだけに疑

問な ことが多い．お釣土場のワンドには水草があ り，伏流水があって清澄 な水環境 なの

で，ここに発生 しているもの と考えられる．

（ 13） セスジヒメテントウ ［コウチュウ目テントウムシ科 ③］

愛知県からは，名古屋市中川区と知多市に各 1例の記録があるが，三河地方での記録を

欠く．平井の 11 月の任意調査で 2 個体が採集された．

（ 14） クロテントウ ［コウチエウ目テントウムシ科 ③］

設楽町裏谷と名古屋市東山で記録されているだけで，県下では非常に希な種．平井の

1 0 月の任意調査で 3個体が採集された．

（ 15） マルキマダラケシキスイ ［コウチュウ目ケシキスイ科 ③］

県下では瀬戸市定光寺での採集記録があるのみ．お釣土場の 9 月の灯火採集で 1個体が

採集されている．

（ 16） アカボシテビヒメハナノミ ［コウチエウ目ヒメハナムシ科 ③］

愛知県未記録．お釣土場での 10 月の任意調査で 1 個体が得られた．生態については資

料がない．
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（ 17） ヨツモンキスイ ［コウチュウ目キスイムシ科 ③］

県下では，小牧市で 1 例の記録があるにすぎない．お釣土場で 9，10 月に各 1 個体ず

つ，平井で 10 月に 1 個体，いずれもベートトラップで採集され，調査地域では決して希

ではないように思われる．

（ 18） ウスチャケシマキムシ ［コウチュウ目ヒメマキムシ科 ③］

西尾市の矢作川河口と小牧市で各 1例の記録があるにすぎないが，他にも未発表の採集

例はあるものと思われる．お釣土場で 7 個体（任意 6 ，ベート1 ），平井で 9個体（任意）

と両岸で採集されており，調査地域ではむしろ普通に生息する印象が強い．

（ 19） ホソクビアリモドキ ［コウチュウ目アリモドキ科 ③］

西三河では西尾市で記録があるのみ．今回の調査では，お釣土場で 2 個体，平井で 6 個

体が採集され，普通に生息することかわかった．矢作川の中～下流域では連続的に分布し

ている可能性がある．

（ 20） ヒメスナゴミムシグマシ ［コウチュウ目ゴミムシダマシ科 ③］

一宮町，岡崎市，犬山市 と県下に 3例が知られている．好砂地性の種で，前記の 3 例は

いずれも河川に沿う分布の象徴的事例と考えられる．お釣土場で 1 個体，平井で 3 個体，

いずれもピットホールで採集されており，餌に誘引されているわけではないので，調査地

域内で個体数はかな り生息 しているもの と思われる．

（ 紬 ノコパウロコアリ ［ハチ目アリ科 ③］

県下では，岡崎市舞木から記録されているのみの希種．照葉樹林の林床に生息．腐朽木

中や落葉中に営巣する．平井の竹林で 8 月ピットホールに捕獲されたが， 1個体のみで，

どの程度の生息密度があるのか不明である．川に沿って分布を拡大した南方系要素であろ

うと考えられる．

（ 22） ヒメアカジママドガ ［チョウ目マドガ科 ④］

本州未記録の南方系種．平井で 8 月の灯火採集で， 1個体が得られた．

（ 23） オオウスグロノメイガ ［チョウ目メイガ科 ④］

本州では，奈良県春日山で記録されているのみ．九州南部 と南西諸島に確実な生息が知

られる南方系種．平井での 8 月の灯火採集で 1個体が得られた．

（ 24）ヒメヨツモンノメイガ［チョウ目メイガ科④］

本州では東京都下で記録されているものの，土着かどうか疑問視されている．四国，九

州，南西諸島に生息する南方系種．平井の8，9 月の灯火採集で，各 1 個体が採集され

た．

（ 25） クロコムラサキ ［チョウ日夕テハチョウ科 ②］

コムラサキの黒色型遺伝型．紫色の金属光沢をもつ美麗種．全国的にこの遺伝型の出現

する地域が限定 され，その出現率 も異なるが，調査地域では約 50％に達 し，決 して希で

はない．川辺の各種ヤナギ類に発生し，最近個体数が増加傾向にある．

（ 26） キマダラコヤガ ［チョウ目ヤガ科 ④］

愛知県未記録種．本州と九州に分布するが非常に生息地が限られ，得難い種である．お

もに草地に生息すると考えられているが，生態は分かっていない．平井での 8 月の灯火採

集で 1個体が得られた．
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（ 27） タケアツバ ［チョウ目ヤガ科 ④］

確認されたガ類で唯一タケ類に依存して生活する種．全国的に余 り多くないが，愛知県

下には広 く生息が知 られている．調査地域内でも灯火採集で両岸から見出だされている．

（ 28） チビアツバ ［チョウ目ヤガ科 ④］

関東地方を北限とする南方系種．愛知県では未記録である． 9 月お釣土場での灯火採集

で捕獲 された．

（ 29） コテングアツバ ［チョウ目ヤガ科 ④］

県下の暖流が寄せる沿岸部で採集される南方系の種で，通常内陸では珍しいが，河川流

域に沿って内陸へ分布していることがある．平井の 8 月の灯火採集で得られた．

（ 3ゆ カギモンハナオイアツバ ［チョウ目ヤガ科 ④］

県下の記録としては，岡崎市本宿の 1 例のみ知られる．南方系の種で，前種同様河川流

域に沿って内陸に分布しているものと思われる．

6 ．考察

本調査は盛夏以降に実施され，最も昆虫類の多 く発生する5～7 月のデータを欠いている．

このような制約の存在を承知した上で，上述の調査結果から，当該調査地域の昆虫相の実態

とその生息の裏付けとなる環境の特性について考察する．これらは川辺の整備方針立案の重

要な根拠資料 となると考える．

1 ）竹林の広範囲被覆による森林性昆虫の貧弱化

ほとんど全域にわたって，竹 （マダケが大部分）の群落に覆い尽くされており，林分密度

も非常に高い．これは川の景観を緑色に彩る役目を果たしているが，こうした単純な構成の

植生の中では，生息する昆虫も相当限定され，貧弱にならざるを得ないであろうし，現実に

森林性の昆虫はひどく貧弱である．市街地を取 り囲む丘陵や山地の自然とのパイプ役とし

て，緑の回廊を意図する際に，森林の種構成に十分な配慮が必要であり，その回廊形成に竹

林が適切であるかどうかははなはだ疑問である．

2 ）矢作川が砂河川である（あった）ことによる特徴

上・中流域がほとんど風化花崗岩の地質構造であることから，この川には本来砂の多い広

大な河川敷があったと考えられる．近年極度の砂利採取で土砂流量が激減した上，利水の規

模拡大やダムによる放水制限などの人為作用により，流路が安定しその部分の河床だけが砂

のない沈み石構造に変化した．そうした状況の中で，陸上部では過去に堆積した低水数ある

いは高水敷の部分にある安定的砂地に，遺存的に生息していると思われる昆虫が多い．しか

しこれらの砂地も，河川氾濫に見舞われる機会がないために，植被が進行して裸地は消失

し，昆虫相はかなり個性を失って中庸化している．水中で生活する昆虫にとって，とくに河

床形態の変化で生息できなくなった種もあると考えられるが，ワンドのような流水に見舞わ

れず，砂の流亡のない部分には依然として河床が砂地である場所を好む昆虫が温存されてい
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る．陸上，水中を問わず，砂地の維持がこの矢作川の川辺に生息する個性的な昆虫類にとっ

て生命線 となるであろう．

3 ）草地性昆虫の温存と南方系種の誘導

森林性昆虫の貧弱さに相対 して，草地性昆虫が多いことが特徴 として浮上してきている．

流域の草地は①水際の湿性土壌に生える低茎の草本群落，②浅い水中に生える挺水植物群

落，③高水敷堤防に生える草本群落，の三つに集約されるであろう．その他袖群落，マント

群落の重要性も無視し得ないものがある．①に関しては竹類の汀までの進出が目覚ましく，

必ずしも草本群落が優勢な繁茂状況になっていない． ②はヨシ，オギで代表される高茎草本

が汀や中洲に多い．水辺の昆虫を調べるときかならず登場する植生である．この植生に特徴

的な昆虫の幾つかは得 られているが，その全貌はまだ見えていない．③の重要性はあまり論

じられていないが，従来河川の氾檻した後に残された草地の植生を維持してきたものと考え

られる．しかし堤防法面の管理が外来植物の導入で 行われるようになってから，虫媒植物

が減 り，風媒のイネ科が増加し，植生構成そのものの変化が著しい．しかし南向きに流路を

持つ河川ではしばしば南風を河川沿いに受け入れるので，それに乗って飛来すると思われる

南方系の昆虫が希でなく発見される．それら昆虫の多 くは，その生息環境がオープンランド

すなわち人為的であるか否かにかかわらず草地であり，誘導できる条件は整っているといえ

よう．

4 ）山地性，森林性昆虫が生息している事実

竹林の異常繁茂により，樹木依存性の昆虫が衰退している事実が顕著であるが，一方では

予想以上に山地性の昆虫の残存する事実もあり，河岸植生の整備回復によっては豊かな昆虫

相に復元できる要因がまだ残っていると思われる．本来川の持っている物質移動のエネル

ギーが山地や上流の森林から多くの種子を運び，回復が早まるとの期待感も捨て切れない．

7 ．要約

1 ）豊田市内の矢作川河川敷の一部，平成記念橋を下限として左岸側百々町貯木場まで（略

称：平井）および右岸側越戸公園の南端まで（略称 ；お釣土場）の陸上昆虫類生息状況を

調査 した．

2 ）確認された昆虫は，平井で 15 日126 科 439種以上，お釣土場では 15 日138 科 492 種以

上であった．

3 ）総体的に見て，調査対象地域ではチョウ目，コウチュウ目の 2 日の優占度が極めて高

く，その他の目では低く優占順位にも乱れがあった．群集構成としては，草本依存種が多

く，樹木依存性のものは貧弱化する傾向があった．

4 ）矢作川は上・中流域が風化花崗岩を基盤とする砂河川であることから，砂地に生息する

貴重な昆虫類が生息する特徴を明らかにした．これらは河川流量の低位安定で氾濫原が消

滅する現況下では，遺存的に生息しているものと考えられる．
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5 ）水辺植生に依存する種も認められたが，若干調査の不十分さがあり言及できない．しか

し，川辺の草地は過去海岸の草地植生 と開放環境 としてつながっており，南方系昆虫の内

陸への分布拡大ルー トとなっているような事実が目にとまった．

6 ）調査対象地域に圧倒的優占性をもつタケ群落は，これに依存度の高い昆虫類が極めて少

なく，昆虫相の貧弱化を招いているのは明 らかである．山間部 と都市 とを結ぶ緑のベル ト

の在り方を問う場面では，タケ類の単純な植生を排除し，多様性をもたせる方向を取れ

ば，山地性種の生息が現状皆無でない事実から良い解決方法につながる可能性がある．

7 ）平井とお釣土場の比較では，後者のほうが多くの生息種を確認した．その相違を生ずる

原因についてチョウ目，コウチエウ目，ハチ目， トンボ目の科の群集構成を生態的に分析

し，タケ類の被度の差，それと相対的に見られる他の樹木の混交度，ワンドの有無をあげ

た．

8 ）貴重種等特筆すべき昆虫類 として 30種 を挙げ，それぞれについて掲載根拠を簡単に記

した．
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目（科）

トビム シ

ヒロ トビム シ

アヤ トビム シ

カゲ ロウ

コカゲロウ

ヒトリガカゲ ロウ

ヒタラカゲ ロウ

カワカゲロウ

モンカゲロウ

マダラカゲ ロウ

トンボ

イト トン ボ

モノ サ シ トンボ

アオ イ ト トンポ

カワ トンボ

サナ エ トンボ

オニ ヤ ンマ

ヤンマ

エゾ トンボ

トンボ

カワゲラ

カワゲラ

種名

別表 調査確認種一覧

シロトビムシ科 O n ych iu rid ae g en．sp．

アヤ トビムシ科 E nto m ob ryida e g en．spp．

タマ リフタバカゲロウCloeon ryogokuensis

コカゲロウ科 B aetid ae g en．sp p．

チラカゲロウIsonychiajaponica

ヒタラカゲロウ科 E cdy onu rid ae g en．sp p．

キイロカワカゲ ロウPotamanthodes kamonis

トウヨウモ ンカゲロウEphemeraorijentalid

マダラカゲロウ科 E p hem erellida e g en．spp．

ホソ ミイ ト トンボ A ciagrion migratum

クロ イ ト トンボ C ercion calamourm

セス ジ イ ト トンボCercionhieroglyphicum

ムス ジ イ ト トンボCercionsexlineatum

オオ イ ト トンボCercion sieboldii

アジ ア イ ト トンポIschnura asiatica

アオモンイ トトンポIschnura senegalansis

モノ サシ トンボCopera annulata

オオ アオ イ ト トン ボLestes temporalis

ハグロ トンボ Calopteryx atrata

アオハ ダ トンボ Calopteryx japonica

ミヤマサナエ Anisohomphus macacki

ダビドサナエDavidus nanus

ホンサ ナエ G omphus Postocularis

アオサナエNihonogomphus viridis

オナ ガサナエ Onychogomphus viridicosta

コオニ ヤ ンマ Sieboldius albardae

メガネサナエ Stylurus oculatus

サナエ トンボ科 G om ph id ae g en．sp p．

オニ ヤ ンマ Anotogaster sieboldii

ギンヤンマ Anax parthenope Julis

カト リヤ ンマ G ynacantha Japonica

ヤプヤンマPolycanthagyana melanictera

コヤマ トンボMacromia amphigena amphigena

ショウ ジ ョウ トン ボ C rocothemis servilia

シオ カ ラ トンボ O rthetrum albistyrum speciosum

オオ シオ カ ラ トン ボ O rthetrum triangulare melania

ウスバ キ トンボPontala Flavescens

コシ ア キ トンボPseudothemis zonata

マユ タ テア カ ネSympetrum eroticum eroticum

アキ ア カネSympetrum Frequens

カワゲラ科 Perlid ae gen．spp．

お釣土場 平井
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モリチ ャバネゴキブ リBlattela nipponica

ハラ ビ ロカ マ キ リHierodula Pattellifera

コカマ キ リ Statilia maculata

チョウセ ンカ マ キ リTenodera angustipennis

オオ カマ キ リTenodera aridifolia

ミツカ ドコオロギLoxoblemmus doenitzi

オカメコオロギ属Loxoblemmus Spp．

シバスズ Pteronemobius mikado

ヤチスズ Pteronemobius ohmachii

エンマ コオロギTeleogryllus emma

コオロギ科 G ry llid ae g en．sp p．

カネ タ タキ O rnebius kanetataki

アリツカ コオロギMyrmecophilus sapporensis

セス ジ ツユ ム シDucetia Japonica

ツユム シ アPhaneroptera Falcata

キリギ リス Gampsoclwis buergeri

ササキリ C onocephalus melas

キリギリス科 T ettigo niid ae gen．sp．

オンブバ ッタ Atractomorpha lata

ショウ リ ョウバ ッタ A crida cinerea

ヒナバ ッタ Chorthippus brunneus

トノサマバ ッタLocusta migratoria

エゾイナゴOxya yezoensis

イナゴ属 O x y a Sp．

イボバ ッタTrilophidia annulata japonica

ヒシバ ッタTetrix japonica

ヒゲジロハサ ミムシ G onolabis marginalis

オオハサ ミムシLabidura riparia laponica

クダアザ ミウマ科 P h lae othrip id ae gen．sp．

ナガウンカ属Stenocranus Spp．

ヒメ トビ ウ ンカLaodelphax stratella

ウンカ科 D elph acidae g en．spp．

テス ジハ ネ ビ ロウ ン カRhotana satsumana

ツマグロスケバ O rthopagus lunulifer

アオバ ハ ゴ ロモ G eisha distinctissima

ベツ コウハ ゴ ロモ Orosanga japnicus

アブラゼ ミGraptopsaltria nigrofuscata

クマゼ ミ Cryptotympana facialis

ツクツ ク ボ ウ シMeimuna opalifera

ニイニイゼ ミ Platipleura kaempferi

ヒメ モ ンキ ア ワ フキTabiphora rugosa

モンキ ア ワ フ キ Y ezophora flavomaculata
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ゴキブリ

チャバネゴキブ リ

カマ キ リ

カマ キ リ

バッタ

コオ ロギ

カネ タタ キ

アリツカ コオロギ

キリギ リス

オンブバ ッタ

バッタ

ヒシバ ッタ

ハサ ミム シ

ハサ ミム シ

オオハサ ミムシ

アザ ミウマ

クダアザ ミウマ

カメム シ

ウンカ

ハネナガウンカ

テングスケバ

アオ バハ ゴ ロモ

ハゴロ モ

セミ

アワ フキ ム シ
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コミミズクLedropsis discolor

ヒロズヨコバイ科 M acropsid ae gen．ap．

ズキンヨコバイ属Idiocerus sp．

マエ ジ ロオ オ ヨ コバ イKolla atamentaria

ヒシモ ン ヨ コバ イHishimonus sellatus

イナズマ ヨコバ イInazuma dorsalis

ツマグロヨコバイNsphotettix cincticeps

シラ ホ シス カ シ ョ コバ イ S caphoideus festivus

ヨコバイ科 D elto cep h alida e g en．spp．

キジラミ科 P syllidae g en．sp．

エノキワタアブラムシ Shivaphis celti

アブラムシ科 A ph id id ae gen．sp p．

ヒメ イ トア メ ンボHYdrometra procera

アメ ンボ G erris Paludum paludum

タイコウチLaccotrephes japonensis

ミズカマ キリRanatra chinensis

コミズム シ Sigara substriata

マツ モム シNotonecta triguttata

ムギメクラガメ Stendodema calcaratum

ヒョウタンメクラガメ Pilophorus setulosus

メクラカメムシ科 M irida e g en．spp．

ヒメハナカメムシ属 O rius sp．

ユミア シハ ナ カ メム シPhysopleurella armata

トビイ ロサシガ メ Oncocephalus assimilis

ヒメナガカメム シNysius Plebejus

オオ カ メ ム シPiocoris varius

オオモ ンシロナガカメムシMetochus abbreviatus

コバネ ヒョウタ ンナガカメムシ Togo hemipterus

ナガカメムシ科 Lyg aeidae g en．sp p．

オオ ホ シ カ メム シPhysopelta gutta

クモ ヘ リカ メム シLeptocorisa acuta

ホオズキヘ リカメムシ A canthocoris sordidus

アズキヘ リカメムシHomoeocerus marginiventris

オオ ツ マ キヘ リカ メム シHygia lativentris

プチ ヒメヘ リカメムシ Stictopleurus punctatonervosus

ヒメツチカメムシ Geotomus pygmaeus

ツチカメム シ ルMacroscytus japonensis

ナガメEurydema rugosa

ツヤ アオ カ メ ム シ Glaucias sabpunctatus

クサギカメムシHalymorpha picus

チャバネアオカメム シPlautia crossota stali

ヒメカゲロウ属Hemerobius radialis

ヨツホシクサカゲロウ Chrysopa septempunctata

ニッポンクサカグ ロウ Chrysoperla carnea

スズキクサカゲロウ Chrysoperla suzukii

ミカワオサムシCarabus arrowianus arrowiqnus
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ミミズク

ヒロズヨコバイ

ズキンヨコバ イ

オオ ヨ コバ イ

ヨコバ イ

ヨコバ イ

キジ ラ ミ

アブラムシ

イトア メ ン ボ

アメ ンボ

タイ コウチ

コミズムシ

マツ モ ム シ

メク ラ カ メム シ

ハナ カ メム シ

サシガ メ

ナガカメムシ

オオ ホ シカ メム シ

ホソヘ リカ メム シ

ヘリカ メ ム シ

ヒメヘ リカ メム シ

ツチ カ メ ム シ

カメム シ

アミメカグロウ

ヒメカゲロウ

クサカゲロウ

コウチ エ ウ

オサムシ



オサ ム シ

ゲンゴロウ

ミズスマ シ

ハネ カ タ シ

アリヅカム シ

コケ ム シ

マルハ ナ ノ ミ

クワガタム シ

コガネムシ
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アキタクロナガオサムシ Apotomopterus porrecticollis

porrecticollis

クロナガオサムシLeptocarbus procerulus prpcerulus

マイマイカブ リDamaster blaptoides blaptoides

ヒラタキイロチ ビゴ ミム シtrechus ephippiatus

ウスモンコ ミズギワゴ ミム シ Tachyura fuscicauda

ヨツモンコ ミズギワゴ ミム シ Tachyura laetifica

キアシヌレチゴ ミムシPatrobus flavipes

アシ ミゾナガゴ ミムシPtrostichus sulcitarsis

セア カ ヒ ラタ ゴ ミム シDolichus halensis

イグチマルガタゴ ミム シAmara macros

オオマルガタゴ ミムシ Amara gigantea

ヒメ ケ ゴモ クム シHarpalus jureceki

ケウ ス ゴモ クム シHarpalus griseus

オオズケ ゴモクムシHarpalus eous

コゴモ クム シHarpalus tridens

ミド リマ メゴ モ クム シStenolophus difficilis

オオ スナ ハ ラ ゴ ミム シDiplocheila zeelandica

オオ ア トボ シア オ ゴ ミム シ Chlaenius micans

アオ ゴ ミム シ Chlaenius pallipes

フクモ ンクビナガゴミムシ Archicolliuris bimaculata nipponica

トゲア トキ リゴ ミム シ Aephnidius adelioides

オサムシ科 C arabida e g en．spp．

マメゲ ンゴロウ A gabus japonicus

モンキマメゲンゴロウ Platambus pictipennis

ヒメゲ ンゴロウRhantus Pulverosus

コシマゲ ンゴロウHydaticus grammicus

オナガミズスマシ属 Orectochilus sp．

アロ ウ ヨ ツメハ ネカ クシ Olophrum arrowi

アオバア リガタハネカクシPaederus fuscipes

ハネカクシ科 S tap hy linida e g en spp．

アリヅカムシ科 P selap hida e gen．sp．

ヒメコケムシ属Euconnus sp．

トビイ ロマ ルハ ナ ノ ミ Scirts jaoponicus

コクワガタMacrodorcas rectus rectus

ミツノエ ンマコガネ Onthophagus ticornis

ヒゲコガネPOiyphylla laticollis

オオコフキコガネMelolontha frater

クロコガネHplotrichia kiotoensis

アカビロウ ドコガネMaladera  castanes

コイチ ヤコガネ Adoretus tenuimaculatus

アオ ドゥガネ Anomala albopilosa albopilosa

ドゥガネ ブイブイ Anomala cuprea

サクラコガネ Anomaladaimiana

ハンノヒメコガネ Anomala Puncticollis

ヒメコガネ Anomalarefocuprea

マメコガネPOpillia japonica

コアオハナムグ リ Cxycetonia jucunda

9 7



9 8

コガ ネム シ

マル トゲム シ

ヒラ タ ドロム シ

ヒメ ドロム シ

タマム シ

コメ ッキ ム シ

矢作川河岸・越戸平井地区の昆虫（田中 蕃・蟹江 昇・高橋啓太・ 白金晶子）

ホタル

ジョ ウカ イ ボ ン

カツオブシム シ

ジョウ カ イモ ドキ

ケシキ ス イ

ヒメハ ナ ム シ

ホソヒ ラタ ム シ

キス イム シ

ミジ ンム シ

テン トウムシダマ シ

テン トウ ム シ

ヒメマ キム シ

アリモ ドキ

ハムシグマシ

クチ キム シ

ゴミム シダマシ

カミキ リム シ

シラホシハナムグ リ Protaeｔiabrevitarsis

シラフチビマル トゲム シ Simplocaria bicolor

チビヒゲナガハ ナノ ミEctopria opaca

ヒラ タ ドロム シMataeopsephus japonicus

ヨコ ミゾ ドロムシLeptelmis gracilis

ウメ チ ビタ マ ム シ Trachys inconspicua

サビキコリ A grypnus binodulus binodulus

ミカワサ ビキコ リ A grypnus mikawaensis

コメッキムシ科 E laterida e g en．sp．

ホタル科 L am py rida e g en．sp p．

ジョウカイボン科C an tha rid ae g en．sp p．

カツオブシムシ科 D a rm estida e g en．sp．

ヒロオ ビ ジ ョ ウカ イ モ ドキLaius historio

カタペ ニデオキスイ Urophours humeralis

ウスモンアカヒラタケシキスイ属Epuraea sp．

マルキマダ ラケシキスイ Stelidota multiguttata

アカマダラケシキスイLasiodactylus pictus

ヨツボシケ シキスイLibrobor japonicus

アカ ボシテ ビヒメハナムシ Stibus bipustulatus

ホソ ヒ ラタ キ ス イ Silvanoprus inermis

ミツモ ンセ マル ヒ ラタ ム シ P sammoecus triguttatus

ヨツモ ンキ ス イ Cryptophagus callosipennis

クロモ ンキ ス イ Cryptophagus decoratus

ナカグロ ミジンム シ A rthrolops lewisii

ヨツボシテン トウダマシ Ancylopus pictus asiaticus

オシマ ヒメテ ン トウNephus osimensis

セス ジ ヒメテ ン トウNephus patagiatus

ハレヤ ヒメテ ン トウPseudoscymnus hareja

パパ ヒメ テ ン トウ Scymnus babai

クロ ヘ リヒメ テ ン トウ Scymnus hoffmanni

コク ロ ヒ メテ ン トウ Scymnus posticalis

ヒメ ア カ ホシ テ ン トウ Chilocorus kuwanae

クロ テ ン トウ Telsimia nigra

ムー ア シ ロホ シ テ ン トウ Calvia muiri

ナナ ホ シテ ン トウ C occinella septempunctata

ナミテ ン トウHarmonia axyridis

ヒメ カメ ノ コ テ ン トウPropylea japonica

テントウムシ科 C o ccinellidae g en．sp．

ウスチ ャケ シマ キ ム シ C ortinicara gibbosa

ホソ ク ビア リモ ドキFormicomus braminus candens

ハムシダマシ科 L ag ridae g en．sp．

オオ クチキム シ Allecula fuliginosa

ヒメスナゴ ミム シダマシ G onocephalum persimile

ガイマイゴ ミム シダマシ Alphitobius diaperinus

ゴミムシダマシ科 T enebrio nidae g en．sp．

クロカ ミキ リSpondylis buprestoides

ゴマダラカミキ リAnoplophommalasica

シロス ジ カ ミキ リBatocera lineolata



ハムシ

ホソクチ ゾウムシ

ゾウム シ

ハチ

ミフシハバ テ

ハバ テ

コマユバチ

ヒメパテ

アシブ トコバテ

ツチバテ

アリ
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アズキマ メゾウムシ G zllosobruchus chinensis

ヤマ イモ ハ ム シLema honorata

ドゥガネサルハムシ S cglodonta lewisii

ヤナギル リハムシPldgiodgraversicolora

ウリハ ム シ Aulacophora femoralis

クロ ウ リハ ム シ Aulacophora femoralis

テンサイ トビハムシ Chagtocnemaconcinna

ヒメ ドゥガネ トビハム シ ChagtocnemaCOnCinnicollis

ヒサ ゴ トビハムシ Chaetocnema ingenua

ナトビハ ム シPsylliodgs punctifrons

ホソテ ビゾウムシNbnophygsmamoratus

スグ リゾウムシPseusocneorhinus bifasciatus

アカイネ ゾウモ ドキDorytomus roelofsi

クワヒメ ゾウムシBaris deplanata

カナムグラサルゾウムシ C eutorhynchuS Shaowuensis

ゾウムシ科 Cu rcu lion id ae gen．sp．

チュウレンジパテ属 Arge sp．

カブラハバ チ Athalia rosae ruficornis

カブラハパテ属 Athaiasp．

ハバチ科 T enthredin idae g en．sp p．

コマユパテ科 B rac onida e g en．sp p．

ヒメパテ科 Ichn eum o nid ae g en．sp p．

アシブ トコパテ科 C ha lcid id ae gen．sp．

オオモ ンツチパテ Scolia histrionica japonica

ヒメハラナガツチバ チ Campsomeriella annulata annlata

ハラナガツチパテ Campsomeris schulthessi

オオハラナガツチパ テMegacampsomeris grossa maisumurai

カギバラアリ属 Proceratiumsp，

アシナガア リ Aphagnogaster famelica famelica

キイロシ リアゲア リ C rematogaster osakensis

シリアゲアリ属 Crematagaster sp．

ハリナガムネボソア リLeptothrax congruus var．spinosior

ムネ ボ ソ ア リLeptothrax congruus

クロナガア リMessor aciculatus

カドフシ ア リ 』Myrmecina graminicola nipponica

ヒラタ ウ ロ コ ア リPentastruma Canica

アズマオオズアリPheidole fervida

オオ ズア リPheidole nodus

アミメ ア リ P ristomyrmex punggns

ノコパ ウ ロ コ ア リ Smithistruma incerta

トフ シア リ S olenopsis japonica

ウロ コア リ Strumigenys lewisi

トビイ ロ シ ワ ァ リ Tetramorium caespgtum

シベ リア カ タ ア リHypoclinea sibirica

ルリア リIridomyrmex itoi

イトウオ オ ア リ Camponotus itoi

ウメ マ ツ オオ ア リ Camponotus tokioensis
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アリ

ベツコウバテ

ドロバ テ

スズメバチ

アナバテ

アナバ チ

コハナバテ

ミツバチ

ハエ

ガガンボ

カ

ヌカ カ

ユス リカ

クロヤ マ ア リFormica japonica

トビイ ロケ ア リLasiusniger

ケアリ属Lasius sp．

アメ イ ロ ア リParatrechinaflavipes

アリ科 F orm icid ae g en．sp．

ベッコウバテCyphononyx dorsalis

オオ シ ロ フベ ッ コウEpisyron arrogans

オオフタオ ビ ドロバテAnterhynchium flavomarginagum micado

サムライ トックリバ チEumenes samuray

ミカ ドトック リバテEumenes micado

スズバチ Oreumenes decoratus

チビ ドロバテStenodymerus frauenfeldi

フタモ ンアシナガバテPolistes chinensis antennalis

キアシナガバ チPolistes rothneyi iwatani

コガ タスズメバテVespa analis nagatomii

モンスズメバテVespa crobro flavofasciata

ヒメスズメバテVespa tropica pulchra

クロスズメバチ属Vespula sp．

ルリジカバチ Chalybion japonicum

コクロアナバテIsodontia nigella

アナバチ科 Sp ecid ae g en．sp．

コハナバチ科 K alictidae g en．sp．

セイヨウ ミツバテApismellifem

ミツバテ科Apidaegen．sp．

ガガンボ属Tipula sp．

ガガンボ亜科 Prio nocera sp．

ヒメガガンボ亜科 Lim o niid ae gen．sp．

ガガンボ科 T ipu lida e gen．spp．

ヒトス ジ シマ カ A ed gsalbopictus

メカカ科 C eratop og on id ae gen．sp p．

ユスリカ属 Chironomus sp．

ケバネユスリカ属Pentapedigumsp．

ユスリカ科 Ch irono m id ae gen．spp．

ケバエ科 B ib io nid ae g en．sp．

クマバエ科 C ecid om y iid ae g en．sp．

キノコバエ科 M y cetoph ilid ae gen．sp．

クロバネキノコバエ科 Sciarid ae gen．spp．

ハラキンミズアブMicrochrysa flaviventris

コウカアブPtecticus tenebrifer

ルリミズアブSargus niphonensis

アメ リカ ミズアブHermetia illucens

アブ属 Tabanus sp．

アブ科 T ab an id ae gen．spp．

コウヤツ リアブ Anthrax aygulus

アオ メアブ Cophinopoda chinensis

ムシヒキアブ科 A silida e g en．sp．

オドリバエ科 E m p id ida e gen．sp．

ケバ エ

タマ バ エ

キノ コバ エ

クロバ ネ キ ノ コバ エ

ミズアブ

アブ

ツリアブ

ムシ ヒキアブ

オド リバ エ
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アシナガバユ

ノミノヤエ

アタマアブ

ハナアブ

ツヤ ホ ソノヤエ

ハモグ リバユ

キモグ リバエ

ショウ ジ ョウバ エ

トゲハ ネバエ

フンノヾ エ

ハナバ エ

イエバ エ

クロバ エ

クロ ノヾ エ

ニクバ エ

ヤドリバ エ

トビケ ラ

ヤマ トピ ケ ラ

ナガレ トビケラ

ヒメ トビ ケ ラ

ヒゲナガカワ トピケラ

シマ トビ ケ ラ

ヒゲナガ トピケラ

エグ リ トビケラ
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マダラアシナガバエMesorhaga nebulosus

アシナガバエ科 D olicho po did ae g en sp p．

ノミバエ科 Ph orida e gen．sp．

アタマアブ科 P ip un culid ae gen．sp．

ホソヒラタアブEpisyrhhus balteatus

ヒメヒラタアブSphaerophoria menthastri

ホシツヤヒラタアブMelanostomascalare

タロハナアブ属 CheilosiaSp．

キゴシハ ナアブEristalinus quinquestriatus

シマハナアブEristaliscerealis

ハナアブEristalis tenax

オオハナアブ物tomiazonata
ツヤホソバエ科 S ep sidae g en．sp．

ハモグリバエ科 A grom yzidae g en．sp．

キモグリバエ科 C h loro pida e g en．sp p．

ショウジョウバエ属Drosophilasp．

ショウジョウバエ科 D olosoph ilid ae gen．sp．

トゲハネバエ科 H eleom yzidae g en．sp．

ヒメ フ ンバ エ Scathophaga stercoraria

ハナバエ科 A nth om y iidae g en．sp p．

チャバ ネヒメクロバエHydrotaga chalcogaster

キンバエ属Lucilia sp．

ツマグロキンバエStomorhina obsoleta

クロバエ科 Calliph orida e g en．sp．

シリグロニ クバエHelicophaggllamelanura

ホリニ クバ エBelliereomima horii

ニクバエ科 Sarcop ha gida e g en．sp．

クロ ツ ヤハ リバ エPale stownsendi

ヤドリバエ科 T achinida e g en．sp p．

ヤマ トピケラ科 G lossoso m atid ae g en，Sp．

ナガレトビケラ属Rhyacophila spp．

ヒメ トビケラ科 H yd rop tilid ae g en．sp．

ヒゲナガ カワ トピケラStenopsychemarmorata

コガタシマ トビケラ Cheumatopsyche brevilineatus

シロズシマ トビケラHydropsyche albicephala

ナカハ ラ シマ トビケ ラHydropsychg sgtensis

ウル マー シマ トビケ ラHydpopsyche ulmeri

シマ トビケラ属Hydrtopschespp．

オオ シマ トビケ ラMacronemalacustris

ホソバ トビケラ属Molanna sp．

アオヒゲナガトピケラ物stacgdgsazurea

ヒゲナガトピケラ科 L epto cerid ae g en．sp p．

ニンギ ョウ トビケラ G oera japonica

こンギョウトビケラ属 G ograsp．

ホタ ル トビケ ラNothopsyChe ruficollis

エグリトビケラ属Limnephilus sp．

エグリトビケラ科 L im neph ilid ae gen．spp．
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カク スイ トビケ ラ

チョウ

ハマ キガ

カザ リバガ

ヒゲナガキバ ガ

マダラガ

イラガ

マドガ

メイガ

マル ツ ツ トビケ ラMicrasema quadriloba

カクスイトビケラ科 B rach ycentrus gen．sp．

オオ ア トキ ハ マ キ Archips ingentanus

アトボ シハ マ キHoshinoa longicellana

チャハ マ キHomona magnanima

フクモ ン コハ マキ Argyrotaenia liratana

ウスチ ャヒメハマキ

マユ ミ ヒメハ マ キNeostatherotis nipponica

ヨモギネムシガEpiblema foenella

ヨツス ジ ヒ メ シ ンク イ Grapholita quadristriana

コス ソキ モ ン ヒメハ マ キ Grapholita scintillana

ハマキガ科 T ortricid ae gen．spp．

カザリバガ科 C osm o pterigida e g en．sp．

ゴマフシロキバ ガOdites leucostola

ミノ ウス バPyeria sgnica

テングイ ラガMicroleon longipalis

チビアカジママ ドガ Striglina paravenia

アミメマ ドガ Striglina suzuki

シロエグ リットガPareromene exsctella

ヨシッ トガ Chiloluteellus

ニカメイガモ ドキ Chilo hyrax

シロスジツ トガPseudocathaylla inclaralis

ウスクロス ジツ トガ Chrysoteuchia diplogramma

シバ ツ トガParapediasia teterrella

ナガハマ ツ トガ タlatytes ornatella

ツトガ Ancylolomia japponica

ハナダカノメイガ Camptomastix hisbonalis

ミツテ ンノメイガMabra charonialis

シロオ ピノメイガHymenia recurvalis

アヤナ ミノメイガEurrhyparodes accessalis

ヨスジノメイガPagyda quadrililineata

コブノメイガ Cnaphalocrocis medinalis

シロテ ンキノメイガNacoleia commixta

マエウスキノメイガHedylepta indicata

オオキノメイガBotyodes principalis

タイワンウスキノメイガBotyodes diniasalis

マエアカスカシノメイガPalpita nigroopunctalis

チビスカシノメイガ Giyphodes pyloalis

ミスジノメイガ Protonoceras capitalis

キホソノメイガ C grcobotys heterrogenalis

マメノメイガ ルMaruca testulalis

ワモンノメイガNomopila noctuella

オオ ウスグロノメイガBradina erilitoides

マユ キノメイガHerpetogramma rudis

ケナガチ ビクロノメイガHerpetogramma stutalis

ウス オ ビタ ロ ノメ イ ガHerpetogrammafuscgscens

モンキクロノメイガHerpetogramma luctuosalis



メイガ

トリバガ

セセ リチ ョウ

アゲハチ ョウ

シロチ ョ ウ

シジ ミチ ョウ

タテハ チ ョウ
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マユキシタグロノメイガ Sitochroa umbrosalis

シロ ア ヤ ヒ メノ メ イガDiasemia litterata

モンシ ロル リノ メ イガUresiphita tricolor

アワノメイガ O strinia furnacalis

フキノメイガ O strriniascapulalis

クロモンキノメイガUdea testacea

ルリノメイガUdea orbicentrralis

ヒメヨツモ ンノメイガHeliothela nigralbata

ノメイガ亜科 P iraustin ae gen．sp．

ヒメマダラミズメイガNymphura responsalis

トサカフ トメイガLocastra muscosalis

ツマキシマメイガ Orthopygia placens

キモン トガ リメイガEndotricha kuznetzovi

キオビ トガ リメイガEndotricha flavofascialis

キベ リトガ リメイガ Endotricha prtialis

アツアカマダラメイガDioryctria pryeri

ナシマダ ラメイガEctomyelois pyrivorella

シロイチモ ンジマ ダラメイガEtiella zinckenella

メイガ科 P yralide g en．sp．

ヨモギ トリバLeioptilus lienigianus

ダイ ミョウセセ リDaimotethys

ヒメキマダラセセ リ O chlodgs ochrraceus

イチモ ンジ セ セ リParnara guttata guttata

チャバ ネ セ セ リPelopidas mathias oberthueri

オオチ ャバネセセ リ P olytremis pellucida pgllucida

キマ ダラセセ リPotanthus maculatus maculatus

ジャコウアゲハ Atrophaneura alcinous alcinous

アオ スジアゲハ Graphium sarpedon nipponum

カラスアゲハPapilio bianor dehaanii

キアゲハPapilio machaon hippocrates

クロアゲハPapilio protenor demetrius

ナミアゲハPapilio xuthus

モンキチ ョウ C olias erata poliographus

キチ ョウEurema hecabe

スジグロシロチ ョウPieris mglete melete

モン シ ロチ ョウPieris rapae crucivora

ルリシ ジ ミ C elastrina argiolus ladonides

ツバ メ シジ ミEvgres argiades hellotia

ウラ ナ ミシジ ミLampides boeticus

ペニ シジミセリCaenaphlaeas

ムラサキ シジ ミNarathura japonica

ヤマ トシジ ミ Zizeeria maha argia

ウラギンシジ ミ Curetis acuta paracuta

コムラサキ Apatura metis substituta

ミド リヒ ョウ モ ン Argynnis paphia tsushimana

ツマグロヒョウモ ン Argyreus hyperbius hyperbius

ヒメ ア カタ テハCynthia cardui

メスグロヒョウモンDamora sagana ilone
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タテハ チ ョウ

ジャノメチ ョウ

カギバ ガ

トガ リバガ

シヤクガ
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ゴマダラチ ョウHestina japonica

ルリタ テハKaniska canace no-Japonicum

イチモンジチ ョウLadoga camilla japonica

アサ マイチモ ンジLadoga glorifica

コミス ジNeptis sappho intermedia

キタ テハPoiygonia c－aureum c－aureum

アカ タテ ハVanessa indica

クロコノマチ ョウMelanitis phedima oitensis

コジ ャノ メ カMycalesis francisca perdiccas

ヒメ ジ ャノ メMycalesis gotama fulginia

サトキマダラヒカゲNeope goschkevitschii

ヒメ ウラ ナ ミジ ャノ メYpthima argus

ヤマ トカギバNordstromia jaaponica

アシペ ニカギバ Oreta pulchripes

オオアヤ トガ リバHabrosyne fraterna

クス アオ シ ヤクThalassodgs subquadraria

ナミス ジ コア オ シ ヤ クDiprlodesma ussuriaria

ヨツモ ンマ エ ジ ロア オ シ ヤ ク C omibaenaprocumbaria

コヨ ツメ ア オ シ ヤ ク Comostola subtiliara

フタナ ミ トビヒ メ シ ヤクPylargosceles steganioides

フトベ ニ ス ジ ヒメ シ ヤクTimandra apicirosea

ウンモ ンオオ シ ロ ヒメ シ ヤ ク Somatinagndiataria

マユ キ ヒメ シ ヤク S copula nigropunctata

モン トビヒ メ シ ヤク S copulamodicaria

キナ ミシ ロ ヒメ シ ヤ ク S copula superior

クロス ジ シ ロ ヒメ シ ヤ ク Scopulapudicaria

ウス ウ ラナ ミ ヒメ シ ャ ク Scopula longicerata

ギンバネ ヒメシヤク S copula epiorrhoe

ウス キ ク ロテ ンヒ メ シ ヤク S copula ignobilis

コヒメシヤク属Scopulaspp．

オビペ ニ ヒメ シ ヤ クIdaea nielseni

キオ ビペ ニ ヒメ シ ャクIdaea impexa

フチペ ニ ヒメ シ ヤ ク ノIdaea jakima

オオ ウス モ ン キ ヒメ シ ヤ クidaea imbecilla

トビス ジ ヒメナ ミ シヤ ク Orthonama obistipata

オオネグロウスペニナ ミシヤク 」Photoscotosia lucicolens

キア ミメ ナ ミシ ヤクEustromaaerosum

フタ テ ン ナ カ ジロ ナ ミシ ヤクDysstroma cinereata

ツマ キ ナ カ ジ ロナ ミシ ャクDysstroma citrata

タロテ ン カバ ナ ミシ ヤ クEupitheciaemanaa

ソトシ ロオ ビナ ミシ ヤ ク ChloroClystis excisa

ヒメマダラエダシヤク Abraxas niphonibia

ユウマダラユダシヤクAbrtaxas miranda

アベ リアハグルマユダシヤクSynegia pallens abgliae

チャノウンモンエダ シヤクJankowskiapseudathleta

ナカウスエダシヤクAlcis angulifera

ウスバ ミスジュダシャクHypomecis punctinalis comferenda

クロスジフユエダシヤクPachyerannis oblipuaria



シヤクガ

ツバメガ

カレハ ガ

カイコガ

スズメガ

ドクガ

ヒトリガ

コブガ

カノコガ

ヤガ
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チャユダシヤクMegabiston plumosaria

エグ リヅマユダシヤクOdontopera arida

ウラペニエダ シヤクHeterolocha aristonaria

ウスキツバメエダシヤクOurapteryx nivea

シヤクガ科 Ge om etridae gen．sp．

ギンツバ メ A cropteris iphiata

ヨシ カ レハEuthrix potatoria bergmani

クワ コBombix mandargna

オオ ス カ シバ Cephonodgs hylas

ホシ ヒメ ホ ウジ ャ ク Gurelcahimachala

ホシ ホ ウ ジ ャクMacroglossum pyrrhosticta

ホウジャク属Macroglossumsp．

ヒメシロモ ンドクガOrgya thyellina

チャ ドクガEuproctis pseudoconspersa

キシ タ ホ ソバEilema griseola

ヤネ ホ ソバEilema fuscodorsalis

ニセ キマ エ ホ ソバ Eilgma nankingica

マエグロホソバ C onilepia nigricosta

アカスジシロ コケガBizone hamata

クロスジチ ビコケガNanoba rectilgnga

スジベニ コケガMitochnista striata

ゴマダラキコケガ Stigmatophora flava

スカシコケガ Chamatia ranurna

オビ ヒ トリSpilosoma subcarneum

キハ ラゴマダラヒ トリSpilosoma lubricipeda

クロスジシロ コブガNora taeniata

ミスジコブガNbra trilinea

クロスジコブガMeganola fumosa

カノコガ Amata fortunei

ナシ ケ ンモ ンViminia lutea leucoptera

イチモジキノコヨ トウBryophila grantialis

キノ コ ヨ トウ Cryphia obscura

タバ コガHelicoverpa assulata

タマナヤガ A grotisipsilon

カブラヤガ A grotis segetum

クロクモヤガHemonassacecilia

ニセタマナヤガ Peridroma saucia

コウスチャヤガDiarsia deparca

オオバ コヤガDiarsia canescens

ウスイロアカフヤガDiarsia ruficauda

シロモンヤガXestia c－nigrum

シロ シ タ ヨ トウSarcopolia illoba

フタ オ ビ キ ヨ トウMythimna turca

ウラギンキヨ トウ Aletiapryeri

スジグロキヨ トウ Aletianigrglinga

マメチャイロキ ヨトウ Aletiaconsanguis

アワ ヨ トウPseudaletia separata

スジ シロ キ ヨ トウLeucania striata
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アトジ ロキ ヨ トウLeucania compta

クサ シロキ ヨ トウ A cantholeucania loreyi

キバ ラモクメキリガXylena formosa

チャマダラキ リガRhynchaglaea scitula

アカ モ ク メ ヨ トウ Apamga aquila

イネ ヨ トウ S esamia inferens

シロ ス ジ アオ ヨ トウTrachea atriplicis

シロ ナ ヨ トウSpodoptgra mauritia

スジ キ リヨ トウSpodoptera depravata

ヒメサビスジ ョ トウ Athetisstgllata

オオ シマ カ ラ ス ヨ トウ Amphipyra monolitha

カラ ス ヨ トウ Amphipyra livida

シマカラスヨトウ属 Amphypyra sp．

ノコメセダカヨ トウ Orthogoniasera

ニレキリガ O smia affinis

チャオ ビヨ トウNiphonyx segregata

ペニ モ ン ヨ トウ Oligonyx vulnerata

マエ ホ シ ヨ トウPyrrhidivalva sordida

マダラツマ キリヨ トウ Callopistra repleta

ペニモンアオ リンガEarias roseifera

クロハ ナコヤガ Aventiolapusilla

カバ イロシマコヤガ C orgathaarggllacga

シマフコヤガ C orgathanitens

ヒメネジロコヤガMaliattha signifera

シロマダラコヤガLithacodia distinguenda

ネモンシロフコヤガ エithacOdiaidiostygia

ホシコヤガ O zarba punctigera

フタオ ピコヤガNaranga aenescens

キマダラコヤガEmmelia trabealis

サビイロコヤガ Amyna strllata

ギンモ ンシロウワバNacdunnoughia purissima

エゾギクキンウワバ Ctenoplusia aibostrata

ホソバ ネギンウワバ Chrysodeixis acuta

ホソオビアシブ トクチバParallelia arctotaenia

オオ ウ ンモ ンク チバMocis undata

ニセ ウ ンモ ンク チバMocis annetta

ムクゲコノハ エagoptera juno

フク ラス ズ メ Arcte coerulea

オスグロ トモエSpiramaretorta

ヒメェグ リバ Orragsiagmarginata

アカエグ リバ Orraesia excavata

アケ ビ コノハ A dris tyrannus

ニセ ミカ ドア ツバLophomilia takao

キンス ジ ア ッパcolobochyla salicalis

ウスグロセニ ジモ ンアッパParagona inchoata

スジモ ンア ッパMicroxyla confusa

フタテ ンチビアツバNeachrostia bipuncta

テン クロ ア ッパRivulasergcealis
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タケ ア ツバRivula biatomea

Rivulasp．

クロ ス ジ ヒ メア ッパ S chrankia costaestrigalis

ハス オ ビ ヒ メア ッパ S chrankia separatalis

メスグロヒメアッパ S chrankia dimorpha

チビア ッパLuceria fletcheri

キシ タ ア ッパHypena claripennis

クロ キ シ タア ッパHypena amica

コテングアッパHypena pulverulenta

ソトウスグロアッパHydrillodgs repugnalis

フサキバアッパTrotosema sordidum

カギモ ンハナオイア ッパ Cidariplura signata

オオ ア カマ エ ア ツバ Simplicia pseudoniphona

ヒメコブヒゲアッパZanclognatha taripennalis

ウラ ジ ロア ッパZancｌognatha stramentacealis

シラナ ミア ッパHerminia innocens

トビス ジア ツバHerminia tarsicrinalis

ウス キ ミス ジ ア ツバHerminia arenosa

ヤガ科 N octud ae g en．sp p．

1 0 7




